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「
信
心
の
喜
び
を
伝
え
る
人
が
育
つ
場
に
」 

金
光
教
神
奈
川
山
梨
教
会
連
合
会 

会
長 
山 
田 

信 

二 

今
年
か
ら
、
引

き
続
き
会
長
の

御
用
を
さ
せ
て

頂
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

「
世
界
の
平
和
と
人
類
の
助
か
り
を
め
ざ
し
、

信
奉
者
が
広
く
連
帯
し
て
、
お
道
展
開
の
活
動
を

進
め
よ
う
」
と
い
う
基
本
方
針
、
ま
た
、「
お
道
の

仲
間
を
つ
く
ろ
う
」
「
信
心
を
高
め
よ
う
」
「
人
を

育
て
よ
う
」「
信
心
の
喜
び
を
伝
え
よ
う
」
と
い
う

活
動
方
針
の
も
と
に
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

老
若
男
女
が
教
会
を
越
え
て
連
帯
し
て
、
よ
り
よ

い
連
合
会
の
活
動
が
生
ま
れ
ま
す
よ
う
、
皆
さ
ん

の
お
祈
り
、
ご
協
力
、
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

当
連
合
会
の
大
先
輩
で
あ
る
安
田
好
三
先
生

(

小
田
原
教
会)

が
、「
教
会
は
人
が
助
か
る
と
こ
ろ

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
同
時
に
人
が
育
つ
と

こ
ろ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
人
が
育
つ
場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
教
会
だ
け
で
な
く
教
団
や
連
合
会
に

も
言
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
言
え
ば
、

人
を
育
て
る
こ
と
こ
そ
が
、
教
会
・
教
団
・
連
合

会
の
果
た
す
べ
き
役
割
だ
と
言
っ
て
は
言
い
す
ぎ

で
し
ょ
う
か
。 

こ
の
連
合
会
も
人
が
育
つ
場
で
あ
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
人
は
、
神
様
、
教
え
、
人
、
社
会
、
難

儀
、
異
質
な
価
値
観
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に

出
会
う
こ
と
で
育
て
ら
れ
ま
す
。
連
合
会
の
活
動

で
は
、
お
道
の
仲
間
と
出
会
っ
て
刺
激
を
受
け
、

喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
お
互
い
が
学
び
合
う
こ
と

で
信
心
が
高
ま
り
、
人
が
育
っ
て
い
く
。
そ
の
よ

う
な
場
に
な
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

で
は
、
ど
の
よ
う
な
人
に
育
っ
て
い
く
の
か
。

一
言
で
言
え
ば
、「
信
心
の
喜
び
を
伝
え
る
人
」
で

す
。
神
様
は
「
天
地
の
間
に
氏
子
お
っ
て
お
か
げ

を
知
ら
ず
」
と
嘆
か
れ
ま
し
た
。
い
ま
私
た
ち
は

お
取
次
を
頂
い
て
、
神
様
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
信
心
し
て
お
か
げ
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
喜
び
を
い
っ
そ
う
大
き
く
し
、
感
謝
と
喜
び

で
人
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
神

奈
川
山
梨
教
会
連
合
会
を
、
そ
の
思
い
が
育
っ
て

い
く
場
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
さ
あ
ご
一
緒

に
！ 

２
０
２
０
年
度 

神
奈
川
山
梨
教
会
連
合
会
総
会
報
告 

去
る
２
月
８
日
（
土
）、
神
奈
川
教
会
に
お
い
て
、

２
０
２
０
年
度
神
奈
川
山
梨
教
会
連
合
会
総
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
は
、
16
教
会
よ
り
教
師

15
名
、
信
徒
13
名
、
他
傍
聴
１
名
で
し
た
。 

 

開
会
の
御
祈
念
の
後
に
、
山
田
信
二
会
長
（
横

浜
西
教
会
）
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
議
長

に
奥
川
美
智
雄
先
生
（
平
塚
教
会
）
が
選
任
さ
れ

議
事
に
移
り
ま
し
た
。 

 

議
事
で
は
、
２
０
１
９
年
度
の
事
業
報
告
案
と

決
算
案
が
村
田
総
務
部
長
よ
り
報
告
さ
れ
、
続
い

て
、
２
０
２
０
年
度
の
事
業
計
画
案
が
山
田
会
長

よ
り
、
そ
し
て
予
算
案
が
総
務
部
長
よ
り
提
案
さ

れ
、
一
部
修
正
を
加
え
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

 

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
月
下
旬
に

各
教
会
宛
送
付
さ
れ
ま
し
た
総
会
記
録
や
資
料
冊
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子
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
資
料
は
余
部
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要

な
教
会
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
他
、
不
明
な
点

な
ど
も
併
せ
て
、
会
長
又
は
総
務
（
子
安
教
会 

村

田
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

本
年
も
、
諸
事
業
の
上
に
ご
理
解
と
ご
支
援
、

そ
し
て
ご
参
加
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す 

２
０
１
９
年
度
事
業
報
告
（
抜
粋
） 

▼
教
会
連
合
会
長
選
挙 

 

10
月
15
日
（
火
） 

投
票
会
場
：
横
浜
西
教
会 

出
席
者
：
８
名 

▼
教
師
信
徒
研
修
会 

①
立
教
１
６
０
年
教
師
信
徒
共
励
会 

 
 

３
月
２
日
（
土
）
藤
沢
教
会 

 
 

発
題
：「
お
道
の
仲
間
を
作
ろ
う
」 

横
山
光
雄
師
（
丸
子
教
会
） 

 
 

「
信
心
の
喜
び
を
伝
え
よ
う
」 

安
武
実
子
氏
（
小
田
原
教
会
） 

 

②
立
教
１
６
０
年
教
師
信
徒
研
修
会 

７
月
13
日
（
土
）
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー 

講
師
：
高
橋
昌
之
師
「
そ
れ
ぞ
れ
の
立
教
」 

（
教
学
研
究
所
第
２
部
長 

岡
山
教
会
） 

▼
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー 

 

①
３
月
31
日
（
日
）
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー 

参
加
者
：
12
名 

「
個
性
を
活
か
す
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」 

 

②
９
月
29
日
（
日
）
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー 

 

参
加
者
：
10
名 

「
自
分
の
考
え
方
を
変
え
て
価
値
創
造
す
る

ス
テ
ッ
プ
」 

 

▼
輔
教
懇
談
会 

①
３
月
16
日
（
土
）
小
田
原
教
会 

 

参
加
者
：
13
名 

 

発
題
：
「
教
規
か
ら
見
る
輔
教
の
役
割
」 

吉
田
章
一
郎
氏
（
神
奈
川
教
会
） 

「
生
麦
教
会
で
の
輔
教
経
験
」 

高
橋
正
一
氏
（
生
麦
教
会
） 

 

②
９
月
７
日
（
土
）
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー 

 

講
師
：
水
津
智
子
氏
（
上
北
沢
教
会
） 

「
信
心
を
伝
え
る
」 

 
▼
社
会
活
動 

○
使
用
済
み
切
手
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
：
藤

沢
教
会 

少
年
少
女
会
連
合
本
部
よ
り
キ
リ

ス
ト
教
団
体
、
途
上
国
へ
の
医
療
支
援 

○
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
：
神
奈
川
教
会 

幸
ヶ
谷

小
学
校 

途
上
国
へ
の
医
療
支
援 

○
プ
ル
ト
ッ
プ
：
平
塚
教
会 

前
橋
教
会
へ
委

託 

前
橋
市
社
協
で
回
収
後
換
金 

▼
み
ん
な
の
つ
ど
い 

さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り 

６
月
２
日
（
日
）
伊
藤
農
園 

、
大
明
教
会 

参
加
者
：
40
名 

講
話
と
夕
食
の
会 

報
告 

12
月
７
日
（
土
）
恒
例
の
講
話
と
夕
食
の
会
が
、

神
奈
川
教
会
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
金
光
教
の
葬
儀
に
つ
い
て
。
講
師
は
子
安
教

会
長
・
村
田
光
治
先
生
に
お
願
い
致
し
ま
し
た
。 

 

ま
ず
は
、
村
田
先
生
の
ご
葬
儀
の
体
験
か
ら
。 

「
平
成
27
年
２
月
に
教
会
長
を
交
代
し
、
そ
の

年
の
７
月
に
父
が
亡
く
な
っ
た
。
翌
28
年
２
月
３

月
４
月
と
連
続
し
て
葬
儀
を
仕
え
る
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
は
厳
し
い
経
験
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
今

ま
で
も
葬
儀
の
経
験
は
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
サ
ブ

な
の
で
、
お
手
伝
い
感
覚
が
抜
け
て
い
な
か
っ
た
。

常
々
父
は
、「
葬
儀
は
行
っ
た
先
で
、
あ
る
物
で
や

れ
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
そ
の
こ
と
が
よ
く
わ
か

っ
た
。
葬
儀
場
や
葬
儀
業
者
に
よ
っ
て
や
り
方
が

違
う
し
、
ご
遺
族
に
も
そ
れ
ぞ
れ
願
い
が
あ
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
ご
葬
儀
の
形
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ

と
が
理
解
出
来
た
。
信
者
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
要

望
に
応
え
る
う
ち
、
育
て
て
い
た
だ
い
た
と
思
う
。

例
え
ば
、
一
日
で
終
祭
と
告
別
式
、
十
日
祭
ま
で

お
願
い
し
た
い
、
と
か
、
葬
儀
は
仏
式
で
仕
え
る

が
教
会
に
も
お
祀
り
し
て
ほ
し
い
と
か
。
と
い
う

よ
う
に
願
い
は
様
々
な
の
で
、
自
分
で
悩
ま
な
い

で
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
ほ
し
い
、
自
由

度
が
高
い
お
道
な
の
で
、
話
し
合
い
の
中
で
良
い

方
法
が
見
つ
か
り
ま
す
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

頂
い
た
資
料
を
見
な
が
ら
、
お
話
が
進
み
ま
し

た
。
葬
儀
式
次
第
に
添
っ
て
詳
し
い
説
明
が
あ
り
、

終
祭
、
告
別
式
、
火
葬
の
儀
、
葬
後
霊
祭
、
十
日 



    2020 年 3 月 10 日 発行    か  り  ん           第 73 号 

3 

 

▼
地
域
交
流
会 

５
月
27
日
（
月
）
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
稲

毛
見
学 

参
加
者
：
７
名 

▼
女
性
の
つ
ど
い 

７
月
10
日
（
水
）
相
模
原
教
会 

 

参
加
者
：
21
名 

 

テ
ー
マ
「
無
意
識
な
偏
見
へ
の
気
づ
き
」 

発
題
：
山
田
初
子
氏
、
麻
場
寿
子
氏
、
藤
井
淳

子
氏
（
い
ず
れ
も
相
模
原
教
会
） 

▼
講
話
と
夕
食
の
会 

12
月
７
日
（
土
）
神
奈
川
教
会 

 

参
加
者
：
35
名
（
懇
親
会
19
名
） 

 

講
師
：
村
田
光
治
師
（
子
安
教
会
） 

「
金
光
教
の
葬
儀
に
つ
い
て
」 

２
０
２
０
年
度
事
業
計
画
（
抜
粋
） 

１
．
総
会 

日
時
：
２
月
８
日
（
土
）
13
時
半
～
15
時
半 

会
場
：
神
奈
川
教
会 

議
事
：
２
０
１
９
年
度
事
業
報
告
・
決
算
、

２
０
２
０
年
度
事
業
計
画
・
予
算
の

審
議
、
そ
の
他 

２
．
運
営
委
員
会 

年
５
回
開
催
予
定 

３
．
教
師
信
徒
研
修
会 

７
月
26
日
（
日
）
13
時
～
16
時
半 

会
場
：
神
奈
川
教
会 

 

講
師
：
浅
野
善
雄
師
（
本
中
野
教
会
） 

４
．
輔
教
懇
談
会 

 
 

１
回
開
催
を
予
定 

日
時
、
会
場
未
定 

５
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 
 

連
合
会
活
動
の
周
知
、
広
報
を
行
う 

U
R

L

＝h
ttp

://w
w

w
.k

y
o
k

a
ire

n
g

o
k

a
i.jp

 
 

６
．
連
合
会
だ
よ
り 

 

『
か
り
ん
』
年
４
回
発
行 

 

７
．
社
会
活
動 

各
種
収
集
活
動
の
実
践 

○
切
手
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
：
藤
沢
教
会 

○
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
：
神
奈
川
教
会 

○
プ
ル
ト
ッ
プ
：
平
塚
教
会 

８
．
み
ん
な
の
つ
ど
い 

 

日
時
：
６
月
20
日(

土)

ま
た
は
７
月
11
日(

土) 

会
場
：
崎
陽
軒
横
浜
工
場
、
鶴
見
川
流
域
セ

ン
タ
ー
見
学 

９
．
教
師
部 

 

 
 

①
教
師
会
の
開
催
（
２
／
26
県
民
セ
ン
タ
ー
、

６
、
８
、
12
月
） 

②
教
話
研
修
会
の
開
催
：
４
／
16
（
木
） 

県
民
セ
ン
タ
ー 

 

講
師
：
川
上
功
績
師
（
品
川
教
会
）
象 

③
定
期
教
話
の
実
施
：
７
月
～
12
月
実
施 

④
ひ
い
ら
ぎ
の
会
の
開
催
：
２
回
開
催
予
定 

⑤
青
壮
年
教
師
懇
談
会
の
開
催
：
１
回
開
催 

日
時
、
会
場
未
定 

（
４
ペ
ー
ジ
下
段
へ→

） 

   

祭
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
解
説
し
て
頂
き
、
金
光

教
の
場
合
、
教
会
に
よ
っ
て
、
微
妙
に
違
っ
て
い

る
、
例
え
ば
先
生
の
お
装
束
で
も
、
白
い
袴
だ
っ

た
り
、
紫
の
袴
だ
っ
た
り
。
従
っ
て
、
式
次
第
も

微
妙
に
違
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
や
、
諡
号
（
し

ご
う
、
お
く
り
名
の
事
）
に
つ
い
て
の
説
明
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。 

葬
儀
を
す
る
前
に
、
何
を
し
て
お
け
ば
い
い
か
。 

「『
生
き
る
用
意
を
せ
よ
』
と
い
う
み
教
え
が
あ

る
が
、
ま
ず
は
身
近
な
人
と
良
い
人
間
関
係
を
作

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
亡
く
な
ら

れ
た
あ
と
、
祭
詞
を
書
く
た
め
に
ご
遺
族
に
尋
ね

て
も
、
学
歴
や
職
歴
な
ど
分
か
ら
な
い
場
合
も
あ

り
、
ま
た
詳
し
く
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
語
っ
て

く
れ
る
方
も
あ
り
、
関
係
性
の
濃
淡
が
よ
く
わ
か

る
。
ま
た
『
人
間
は
生
き
通
し
が
大
切
で
あ
る
』

と
い
う
み
教
え
が
あ
る
。
人
は
死
ん
で
形
は
無
く

な
る
が
、
御
霊
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
の
で
あ
る

か
ら
、
死
＝
無
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
人
は
死

ん
で
御
霊
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
。
遺
族
の
側
か

ら
見
れ
ば
、
御
霊
と
の
新
た
な
お
付
き
合
い
が
始

ま
る
わ
け
で
、
ご
葬
儀
は
終
り
で
は
な
く
、
新
た

な
始
ま
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
遺
族
は
御
霊

様
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
、
思
い
出
し
て

ほ
し
い
、
思
い
出
す
こ
と
で
御
霊
は
働
く
力
を
得

る
、
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
は
、
働
き
た
く
て
も

働
け
な
い
」
。 

「
何
は
と
も
あ
れ
、
慌
て
な
い
で
、
ま
ず
は
教

会
に
お
届
け
す
る
こ
と
、
頼
れ
る
存
在
で
あ
る
こ 

（
４
ペ
ー
ジ
中
段
へ
続
く→

） 
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続
く
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と
に
間
違
い
な
い
。
教
会
は
金
光
教
の
葬
儀
に
限

ら
ず
、
葬
儀
に
つ
い
て
の
経
験
が
豊
富
で
、
い
ろ

い
ろ
ノ
ウ
ハ
ウ
も
持
っ
て
い
ま
す
」 

と
い
う
頼
も
し
い
言
葉
で
お
話
は
終
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
質
疑
応
答
に
移
り
、
教
徒
の
体
験
談

や
、
出
席
さ
れ
た
先
生
方
の
ご
意
見
が
出
ま
し
た
。 

 〇
困
る
の
は
「
昨
日
亡
く
な
っ
た
の
で
、
今
日
葬

儀
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
。
お
道

の
ご
葬
儀
は
入
念
な
祭
詞
を
何
本
も
用
意
す
る
の

で
、
そ
れ
だ
け
で
も
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
の

で
、
余
裕
が
あ
る
と
い
い
。 

〇
昨
年
、
夫
が
亡
く
な
っ
た
。
旅
行
中
に
亡
く
な

っ
た
の
で
、
ほ
ん
と
う
に
慌
て
た
が
、
教
会
に
電

話
し
た
ら
、
自
宅
に
帰
る
車
の
手
配
ま
で
し
て
下

さ
っ
た
。
何
は
と
も
あ
れ
、
教
会
に
電
話
す
る
こ

と
、
す
べ
て
は
そ
こ
か
ら
始
ま
る
の
だ
と
思
っ
た
。 

 

な
ど
な
ど
、
参
考
に
な
る
意
見
を
た
く
さ
ん
聞

か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
い
つ
か
必
ず
役
立
つ
で
あ

ろ
う
お
話
を
聴
か
せ
て
頂
き
、
ほ
ん
と
う
に
有
益

な
午
後
で
し
た
。
参
加
者
は
14
教
会
か
ら
35
名
。

そ
の
後
の
懇
親
会
は
19
名
参
加
し
て
下
さ
っ
て
、

講
師
を
囲
ん
で
和
や
か
に
歓
談
し
ま
し
た
。 
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報
告 

大
塚
東
子
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10
．
信
徒
部 

①
地
域
交
流
会
：
10
月
～
11
月 

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

見
学
予
定 

②
女
性
の
つ
ど
い
：
８
／
29
（
土
）
13
時
半

～
16
時 

子
安
教
会 

 

講
師
：
村
田
教
子
氏
（
子
安
教
会
） 

「
元
気
な
う
ち
に
知
っ
て
お
く
ス
マ
ホ

の
５
つ
の
こ
と
」 

③
講
話
と
夕
食
の
会
：
12
月
５
日
（
土
）
県

民
セ
ン
タ
ー
予
定 

時
間
未
定 

 

講
師
：
入
田
央
氏
（
中
野
教
会
） 

④
委
員
会
の
開
催
（
随
時
開
催
を
予
定
） 

 

大

磯

教

会 

神
奈
川
教
会 

武
蔵
小
杉
教
会 

野

毛

教

会 

 

鶴

見

教

会 

平

塚

教

会 

生

麦

教

会 

相
模
原
教
会 

丸

子

教

会 

子

安

教

会 

横
須
賀
教
会 

大

明

教

会 

藤

沢

教

会 

横
浜
西
教
会 

登

戸

教

会 

小
田
原
教
会 

南
甲
府
教
会 

甲

府

教

会 

教
会
名 

未  

 

定 

５

月

30

日
(土)

11

時

30

分 

５

月

24

日
(日)

11

時 

５

月

16

日
(土)

13

時

30

分 

布
教
90
年
祭 

 

並 

鎌
倉
教
会
開
教
90
年
祭 

併 

新
築
落
成
奉
告
祭 

５

月

11

日
(月)

11

時 

５

月

10

日
(日)

13

時 

５

月  

５

日
(祝)

13

時 

５

月

３

日
(祝)

14

時 

５

月

３

日
(祝)

11

時 

５

月  

３

日
(祝)

13

時

30

分 

５

月  

３

日
(祝)

13

時

30

分 

４

月

29

日
(祝)

13

時

30

分 

４

月

29

日
(祝)

11

時 

４

月

26

日
(日)

11

時 

４

月

26

日
(日)

13

時 

４

月

25

日
(土)

14

時 

４

月

20

日
(月)

11

時 

４

月

19

日
(日)

13

時

30

分 

日 
 

 

程 

金
光
教
神
奈
川
山
梨
教
会
連
合
会 

発 

行 

者 
 

山 

田 

信 

二 

横
浜
市
泉
区
下
飯
田
町
９
２
６‐

２
３ 

〒
245-

0017 

金
光
教
横
浜
西
教
会
内 

 

２
０
２
０
年
度 

 

天
地
金
乃
神
大
祭
日
程 

〇
お
知
ら
せ 

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行

を
受
け
て
、
本
部
天
地
金
乃
神
大
祭
の
日
程

が
４
月
５
日
の
み
、
祭
典
時
の
祭
場
へ
の
参

拝
者
の
入
場
は
せ
ず
、
各
自
遥
拝
と
す
る
と

の
通
達
が
あ
り
ま
し
た
。 

連
合
会
で
も
３
月
の
行
事
を
延
期
と
し

て
お
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
掲
載
予
定
で

あ
っ
た
記
事
が
集
ま
ら
な
い
関
係
か
ら
、
次

号
の
「
か
り
ん
」
の
発
行
を
休
止
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 


